
●続発する災害への対応
●被災者支援の取り組み

町内の浸水リスク評価

豪雨被害への町の対応 豪雨災害への支援体制

スフィア基準の避難所設営

地震発生のリスク評価

災害支援の国際基準で
被災者の尊厳ある生活が

守られるために
決められた最低基準

プライバシーが
確保された
居住スペース

衛生的な
トイレ

飲料水
生活用水

シャワー
仮設風呂

文化・宗教
配慮した食事

栄養
バランス

医療
サービスが
受けられる
環境心のケア
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●米国産生鮮ばれいしょの輸入解禁
●高齢者に紙おむつの支援を

輸入解禁が町へもたらす影響

他自治体と町の施策の違い

高齢者に紙おむつの支援を 実情に沿う紙おむつの支援を

米国産ばれいしょへの対応は

⇩



●聞こえに不安な方への窓口支援
●災害に強い安心のまちづくり

感震ブレーカーの普及支援 危険空き家の防災対策

災害廃棄物と冬季への備え ペット同行避難の明確化

窓口への聴覚支援機器導入
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●今後の上下水道事業経営戦略
●快適な授業環境を

大幅な水道料金改定

大学移転跡地の利活用

今夏の熱中症対策 体育館のエアコン設置

現状の給水人口・水需要
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